
平成 23 年度も数カ月が経ちました。 

この平成 23 年度は、昭和区社協にとって、とても重要な年度になっています。 

それはなぜかというと、第 2次活動計画（平成 21 年度～25 年度）のちょうど中間年度にあた

るからです。今年度は計画の中間評価を行い、そこで出てきた課題をもとに改めて地域福祉推進

の方向性を探りながら残りの年度へつなげていく必要があるため、重要な年度となっているわけ

です。 

また、区社協内部に目を向けてみると、今年度は、各班の役割がリニューアルされ、総合支

援型社協に向けた新たな取り組みが始まりましたし、地域支援部門では、シルバーパワー

を活用した地域力再生事業（シルバーパワー事業）を名古屋市から受託し、「住民による相談窓

口」を切り口に住民とともに福祉のまちづくりを進めようとしています。また、「地域を自由に

飛び回り、住民とともに汗を流す」ＣＳＷ（コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）も配置し、

「徹底的な個別支援」を合言葉に地域の中に入っていくつもりです。これらの取り組みの根底に

あるのは、「誰もが昭和区に住んでいて良かった」と心から感じてもらえれるような誰も

が住み良い昭和区を作りたいという思いであり、その実現のためには、私たちは「地域からも

っと必要とされ、信頼される社協」をつくっていく必要があります。これらを思いだけで

終わらせないために今必要なのは情報です。各自のお客様についてもう一度振り返ってみて、

必要であれば下記の流れで相談してください。 

～計画推進ニュース～
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